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伊賀市水道事業基本計画
（水道事業ビジョン）を策定しました

　

市
町
村
合
併
後
の
給
水
人
口
の

減
少
や
、
急
速
に
老
朽
化
を
迎
え

る
水
道
施
設
の
更
新
、
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
を
教
訓
と

し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

な
ど
、
近
年
、
水
道
事
業
の
経
営

を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
お
い
し
い

水
の
供
給
、
強
靭
な
水
道
施
設
の

構
築
、
健
全
な
経
営
の
持
続
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
、「
第
２
次
伊

賀
市
総
合
計
画
」
や
厚
生
労
働
省

の
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
の

計
画
を
踏
ま
え
、
２
０
０
８
（
平

成
20
）
年
に
策
定
し
た
「
伊
賀
市

水
道
事
業
基
本
計
画
（
地
域
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
）」
を
長
期
的
な
視
点
で

見
直
し
、
水
道
事
業
の
め
ざ
す
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
や

施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
水
道
事
業

　
水
道
事
業
で
は
、
２
０
０
８（
平
成
20
）

年
に
策
定
し
た
「
伊
賀
市
水
道
事
業
基
本

計
画（
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
）」に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
０
４（
平
成
16
）年
の
市
町
村
合

併
時
点
で
は
、
３
つ
の
上
水
道
と
15
の
簡

易
水
道
が
あ
り
、
水
道
料
金
は
合
併
前
の

旧
市
町
村
の
料
金
体
系
の
ま
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）年
に

川
上
ダ
ム
利
水
を
も
と
に
建
設
さ
れ
た
ゆ

め
が
丘
浄
水
場
を
は
じ
め
と
す
る
取
水
・

送
水
施
設
な
ど
を
２
０
１
０
（
平
成
22
）

年
に
三
重
県
企
業
庁
か
ら
有
償
で
譲
り
受

け
、
取
水
か
ら
各
家
庭
・
事
業
所
な
ど
へ

の
水
道
水
の
供
給
を
伊
賀
市
水
道
事
業
と

し
て
一
貫
し
て
行
え
る
体
制
を
確
立
し
、

水
道
料
金
を
統
一
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
民
間
手
法
を
導
入
し
た
経
営

の
効
率
化
と
し
て
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）

年
度
か
ら
ゆ
め
が
丘
浄
水
場
な
ど
の
夜
間

休
日
の
運
転
管
理
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
度
か
ら
伊
賀
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

開
設
に
よ
り
、

水
道
料
金
な
ど

の
関
連
業
務
を

集
約
す
る
な
ど

経
営
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

～将来にわたって安全でおいしい水をお届けするために～

計画期間：2017（平成 29）年度から 2031（平成 43）年度までの 15 年間
　　　　　基本理念：“「安心・安定」と「信頼」を未来につなげる伊賀の水道”

▼
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

　
環
境
の
変
化

　
水
道
施
設
の
多
く
は
、
昭
和
30
～
40
年

代
に
整
備
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
施
設
の
更
新
や
配
水
区
域
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 33 年度（前期）平成 38 年度（中期）平成 43 年度（後期）

有収水量（ｍ３／日） 32,206 31,742 30,992

１日平均給水量（ｍ３／日） 38,379 37,024 35,391

１日最大給水量（ｍ３／日） 46,279 44,614 42,628

《有収水量  ・給水量の推計》＊１

＊１ 有収水量…水道料金をお支払いいただく対象となった水の量

１日最大給水量は人口の減少に伴って減少すると見込んでおり、水の
需要の減少に応じた施設規模の最適化や施設の統廃合が必要です。

﹁
水
道
事
業
基
本
計
画
﹂
と
は
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▼
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題

　
現
状
分
析
や
今
後
の
事
業
環
境
を
踏
ま

え
、
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題
を
「
施
設

面
」
と
「
管
理
面
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
出

し
て
い
ま
す
。

区　分 課　題

施
設
面

水源施設 安定給水の確保
管路施設 耐震性の高い管種への更新、老朽管の更新
浄水施設 老朽化施設への計画的な対応、 施設の統廃合や再生可能エネルギーの導入の検討

配水施設 島ヶ原地区の応急給水拠点の整備、施設の統廃合や再生可能エネルギーの導
入の検討

管
理
面

水源管理 水質動向の管理
浄水管理 安全でおいしい水の供給、安全性の確保
配水管理 赤水対策、配水池の計画的な管理や清掃の実施
環境対策 二酸化炭素排出量の削減、廃棄物の排出抑制
経営管理 効果的・効率的な施設運営、有収率    の向上、技術の継承と職員教育の充実化＊２

＊２ 有収率…配水池から各家庭などへ送られる水量に対する有収水量の割合

▼
課
題
解
決
に
向
け
て

　
基
本
理
念
を
定
め
て
い
ま
す

　
水
の
需
要
の
動
向
な
ど
、
今
後
の
事
業

環
境
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、〝「
安

心
・
安
定
」
と
「
信
頼
」
を
未
来
に
つ
な

げ
る
伊
賀
の
水
道
〟
を
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
実
現
に
向
け
て
、「
安
全
」「
強
靭
」

「
持
続
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
基
本
方
針
、

実
現
方
策
を
展
開
し
ま
す
。

安　全

基本理念
“「安心・安定」と「信頼」を
未来につなげる伊賀の水道”

第２次
伊賀市総合計画

新水道ビジョン　
（厚生労働省）

人口ビジョン
（伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

強　靭 持　続

水
道
事
業
基
本
計
画
の

３
つ
の
観
点
と

主
な
施
策

１
．安
全

【
水
質
管
理
の
強
化
】

　
水
道
水
に
は
、
殺
菌
の
た
め
に
必
ず
一

定
量
以
上
の
塩
素
（
１
リ
ッ
ト
ル
中
に

０
．１
mg
以
上
）
が
含
ま
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
水
道
管
を
通
っ
て
い
く

う
ち
に
揮
発
し
て
濃
度
が
低
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
初
に
浄
水

場
を
出
る
時
点
の
濃
度
を

高
く
す
る
と
、
カ
ル
キ
臭

が
強
い
水
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の
「
お
い
し

い
水
」
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
浄
水
場
か

ら
各
家
庭
な
ど
へ
届
け
る

水
道
管
の
途
中
で
適
宜
塩

素
を
追
加
し
て
注
入
す
る

な
ど
の
検
討
を
行
い
、
安

全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

●
お
い
し
い
水
の
供
給

▲水質検査の様子

【
水
道
管
な
ど
の
洗
浄
作
業
の
促
進
】　

　
老
朽
化
し
た
水
道
管
は
、
内
面
に
鉄
さ

び
が
付
着
し
、
赤
水
や
濁
り
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
赤
水
や
濁
り
が
発
生
し
て
い

る
地
域
を
対
象
に
計
画
的
に
洗
浄
作
業
や

配
水
池
の
清
掃
を
行
い
、
良
好
な
水
質
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

●
良
好
な
水
質
の
確
保

【
施
設
・
水
道
管
の
耐
震
化
】

　
近
年
、
日
本
各
地
で
過
去
に
例
を
見
な

い
震
災
に
よ
り
水
道
施
設
が
大
き
な
被
害

を
受
け
、
広
範
囲
で
断
水
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
、
今
後
発

生
が
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
の
発
生
に

●
水
道
施
設
の
耐
震
化

２
．強
靭

平成 26 年度 平成 43 年度
（後期目標）

年間平均残留
塩素濃度（mg ／ L） 0.50 0.40
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＊
３　

原
水
…
水
道
水
の
も
と
と
な
る
、

　
浄
水
場
で
浄
水
処
理
を
す
る
前
の
川
や

　
井
戸
の
水

●
水
道
施
設
の
計
画
的
更
新

【
老
朽
化
施
設
の
対
策
・
統
廃
合
を

 

含
め
た
計
画
的
な
施
設
の
再
構
築
】

　
現
在
、
市
内
に
は
21
カ
所
の
浄
水
場
が

あ
り
、
同
規
模
の
他
市
と
比
べ
、
小
規
模

な
施
設
を
多
く
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

給
水
量
の
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
老

朽
化
し
た
施
設
を
現
状
の

規
模
で
更
新
し
て
い
く
と

施
設
の
利
用
効
率
が
低
下

し
、
将
来
的
に
経
営
悪
化

を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
形
や
地

域
性
を
考
慮
し
て
残
す
べ

き
施
設
と
廃
止
・
統
合
す

べ
き
施
設
を
見
極
め
、
効

率
的
な
運
用
に
向
け
た
施

設
の
再
構
築
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
運
用
を
廃
止
す
る
施
設

は
、
当
面
非
常
用
の
予
備

施
設
と
し
ま
す
。

【
ゆ
め
が
丘
浄
水
場
を
最
大
限
に
活
用

し
た
水
源
施
設
の
統
廃
合
】　

　
現
在
の
水
源
施
設

の
中
に
は
、
小
規
模

で
取
水
量
の
不
安
定

な
時
期
が
あ
る
も
の

や
、
大
雨
・
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
時
に

原
水  

の
水
質
の
悪

化
が
見
ら
れ
る
も
の
、
老
朽
化
や
耐
震
性

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
一
方
、
川
上
ダ
ム
を
水
源
と
し
、
伊
賀

地
域
に
お
け
る
将
来
の
水
道
の
基
幹
施
設

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
た

ゆ
め
が
丘
浄
水
場
は
、
浄
水
場
か
ら
各
支

所
単
位
の
エ
リ
ア
ま
で
耐
震
性
を
有
す
る

水
道
管
が
布
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
頑
丈
で
新
し
い
施
設
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
朽
化
や

効
率
の
悪
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
た
施
設

を
統
廃
合
し
、
適
正
な
施
設
管
理
が
可
能

な
水
道
を
構
築
し
ま
す
。

●
水
源
の
安
定
化

＊３

３
．持
続

平成
43 年

平成
42 年

平成
41 年

平成
40 年

平成
39 年

平成
38 年

平成
37 年

平成
36 年

平成
35 年

平成
34 年

平成
33 年

平成
32 年

平成
31 年

平成
30 年

平成
29 年事業内容

阿保浄水場更新
滝川浄水場更新
北部配水池更新

島ヶ原第２配水池更新
伊賀第１配水ポンプ更新

丸柱浄水場耐震補強
山田浄水場耐震補強

小田浄水場
三田水源地改修

三田中継ポンプ場
丸柱浄水場

ゆめが丘浄水場
導水ポンプ場

上野南ポンプ場
東部配水場

上ノ庄中継ポンプ場
上野地区配水管布設
伊賀地区配水管布設

島ヶ原地区配水管布設
大山田地区配水管布設
青山地区配水管布設
経年管の更新

《主な施設などの整備年度計画》 老朽化した施設や設備の更新などは次の表のとおり行います。

備
え
、
水
道
施
設
・
水
道
管
の
耐
震
化
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
浄
水

場
や
配
水
池
な
ど
の
施
設
の
耐
震
化
は
同

規
模
の
他
市
と
比
べ
進
ん
で
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
水
道
管
は
他
市
に
比
べ
て
２

倍
近
い
１
，３
７
０
km
を
保
有
し
て
お
り
、

耐
震
化
率
は
５
．８
％
で
す
。
こ
の
た
め
、

管
路
耐
震
化
事
業
や
老
朽
管
路
更
新
事
業

を
行
い
、
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。平成 26 年度 平成 43 年度

（後期目標）
水道管の耐震化率（％） 5.8 13.2
水道管の更新率（％） 0.3 0.5

施
設
更
新

老
朽
化
設
備
更
新

配
水
管
布
設

耐
震

補
強
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【
啓
発
活
動
の
推
進
・
お
客
さ
ま
と
の

連
携
の
促
進
】　　

　
小
学
４
年
生
の
社
会
見
学
の
見
学
地
と

し
て
、
毎
年
多
く
の
学
校
か
ら
ゆ
め
が
丘

浄
水
場
を
は
じ
め
と
し
た
水
道
施
設
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
６
月
の
水
道
週
間
に
新
た
に

一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
ゆ
め
が
丘
浄
水

場
の
見
学
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
見
学
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
い
が
市
を
通
し
て
各
種
情
報
を
発

信
し
、
大
規
模
地
震
災
害
な
ど
の
非
常
時

に
も
円
滑
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
お
客

さ
ま
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

●
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

▲浄水場の施設見学会の様子

　
こ
の
計
画
に
位
置
づ
け
た
施
策
を
確
実

に
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

全
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
や
企
業
活
動
な
ど
を
支
え

る
水
道
事
業
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

※
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
上
下
水
道

　
部
・
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
・
各
地
区

　
市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
振
興
課
に
備

　
え
付
け
の
冊
子
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
上
下
水
道
部
経
営
企
画
課

　

☎
24
・
０
０
０
１　

ＦＡＸ
24
・
０
０
０
６

○小田浄水場系統：平成 35 年度以降、取水量
　を低減し、給水区域を縮小
○滝川浄水場系統：平成 35 年度以降、滝川浄
　水場とゆめが丘浄水場の双方から給水
○玉滝浄水場系統：平成 34 年度まで、玉滝浄
　水場とゆめが丘浄水場の双方から給水
　平成 35 年度以降、ゆめが丘浄水場からの給
　水に一本化
○剣谷浄水場系統：平成 36 年度以降、阿波浄
　水場系統からの給水
○阿保浄水場系統：平成 34 年度以降、阿保浄
　水場とゆめが丘浄水場の双方から給水

平成
43 年

平成
42 年

平成
41 年

平成
40 年

平成
39 年

平成
38 年

平成
37 年

平成
36 年

平成
35 年

平成
34 年

平成
33 年

平成
32 年

平成
31 年

平成
30 年

平成
29 年浄水場名

小田浄水場

猪田浄水場

ゆめが丘浄水場

丸山浄水場

ゆめが丘浄水場

比土浄水場

ゆめが丘浄水場

朝古川浄水場

ゆめが丘浄水場

滝川浄水場

ゆめが丘浄水場

玉滝浄水場

ゆめが丘浄水場

剣谷浄水場

阿波浄水場

阿保浄水場

ゆめが丘浄水場

浄水場
系統
小田

猪田

丸山

比土

朝古川

滝川

玉滝

剣谷

阿保

地
区

上
野

伊
賀

阿
山

大
山
田

青
山

《給水計画》水源の安定化を図るため、次の表のとおり施設の統廃合を行います。

（平成 34 年度から規模縮小）

（平成 35 年度から規模縮小）

（平成 35 年度から取水量低減、給水区域縮小）

平成 31 年度から運用廃止

平成 31 年度から運用廃止

平成 31 年度から運用廃止

平成 35 年度から運用廃止

平成 35 年度から運用廃止

平成 36 年度から運用廃止

▼
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て


